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スポーツ医学の現状と諸問題

Current Status of Sports Medicine and its Future Prospect

第 528回新潟医学会

日 時 平成 9年 5月17日 (土)午後3時10分～5時40分

会 場 新潟大学医学部 有壬記念館

司 会 高橋栄明教授 (整形外科)

演 者 荒川正昭 (第二内科),船略俊一 (済生会新潟第二病院循環器科),大森 濠 (整形外柳 ,高橋邦明 (粉

浜病院),吉沢浩志 (前医療技術短期大学部),村井 弦 (村井整形外科)

発言者 亀尾 徹 (新潟こぼ り病院),杉本英美 (新潟大学教育学部),佐藤笹子 (新潟商業高等学校)

司会 2002年にサ ッカ-の ワ-ル ドカップが日本と

韓国とで共催に決定 し,新潟 もその開催地の 1つとして

選ばれ渡した.それにより,新潟において,サッカーや

ほかのスポ-ヅにますます興味が持たれ,医学部におい

ても各科医師 ･学生の問でスポ-ツ医学に対 して関心が

非常に高まっています.

新潟医学会で新潟におけるスポ-ツ医学の現状につい

て新潟県スポ-ツ医科学委員会委員長の荒川正昭教授か

ら基調講演をしていただき,各科の医師,病院勤務医,

開業医の皆さんがスポ-ヅ医学にどのように関わりあっ

ているかをお話いただき,スポーツ医学についての将来

展望をして頂ければと思います,
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スポーツ医学の現状と諸問題

近年,我が国においては,スポ-ヅ医学に対する人々

の関心が高まっているが,この簡域で診療や研究をこ従車

している医師は未だ少ないのが現実である.実際に活動

している医師の多くは,整形外科の専門医であり,選手

にとっても骨 ･関節 書筋の障害が最も関心のあるところ

である,最近の競技選手の トレ--エソダも,極端な精神

主義は財をひそめ,医 を科)学理論をこ基づいた科学的 ト

レーニングとなり,内科,小児科,精神科,あるいは心

療内科の専門医が参加するようになってきた.勿論,医

師以外でも,教育学あるいは体育学系の保健体育教育の

専門家も,真剣に取 り組んでいる.

スポーツ医学は,スポーツにおけると卜の生体機能あ

るいは臓器 ･組織の磯能を解明し,その向上をめざして

研究する学問と定義出来る.その対象をこぼ,前述の競技

スポ-ツ (優秀選手の膏成 ･強化)のみでなく,学校体

育,生涯スポ-ツ (幼 ･小児-思春期-成年-熟年-老

年)も含んでいる.これらの対象によって,その取 り組

み方も当然異なって(ら.生涯スポ-ツは,長い人生を

心身ともに健全な状態で過ごして,健康長寿を願ってい

るが,競技スポ-ヅでは,個々の選手がそれぞれの目標

を達成するために如何に効果的に トレーーエソグするかが

関心事であり,異なる次元の問題である.以下,ここで

は親授式ポ-ツに限定 して,話をすすめたい.

我が国のスポ-ツドクター制度をみると,昭和57(1982)

年に日本体育協会公認スポ-ツドクタ-那,昭和61(1986)

年に日本整形外科学会認定スポ-ツ医が,平成3(1991)

年に日本医師会認定健康スポ-ツ医の制度が発足 し 現

在に至っている.このなかで,日本体育協会公認スポ-

ツドクタ…について,新潟県の現状をみると,整形外科

医13私 リハビリテ-ショソ医1名,外科医4名,内科

医8名,小児科医1名,産婦人科医 1名,合計28名が認

定されている.この数は決 して多いとはいえず,私達は

スポ-ツに関心のある若い医師にこの資格を取得するこ

とを説いている.一入でも多くの若者にチャレンジして

ほしいと願っている.

スポ-ツ医学の研究交流の場としては,昭和50(1975)

年に日本整形外科又ポ-ツ医学会が設立された.次いで,

この学会の関連学会として,昭和54持979)年に東日本
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スポーツ医学研究会が,昭和60(1985)年に関西臨床ス

ポ…ツ医学研究会が発足 したが,前者は平成元 持989)

年に日本臨床スポ-ツ医学会となり,整形外科医ととも

に内科医も参加するようになった.これとは別に,昭和

24(19壇9)年をこ設立された日本体力医学会も,独自の活

動を行っている.一方,教育学糸,体育学系の大学 ･学

部は別として,大学医学部 ･医科大学のなかでスポーツ

医学の講座を設置 しているところは極めて少ないのであ

る.また,国 ･都道府県,市のなかで,いくつかのスポー

ツ医学の研究施設がみられるが,欧米のスポ-ツ先進国

の架構からみると,かなり遅れているのが現実である.

新潟県をこおけるスポ-ツ医学の取 り組みをみると,昭

和59日984)年に新潟スポーツ医学研究会が設立され

現在まで地道な活動を続けている.また,平成2 (1990)

年には,新潟県体育協会のなかにスポーツ医科学委員会

が新設され (1)スポ-ツ医科学推進整備事業 ((夢 国

体選手の医科学サポー ト,② スポーツドクタ-設置推

進事業-スポ-ツドタタ…活動補助事業とチ-ムドクター

派遣事業),(2)優秀競技者の調査研究事業,(3)スポー

ツ医科学電話相談などの事業を行っている,さらに,近

い将来建設される新 しい陸上競技場のなかに,スポ-ツ

医科学研究所 (仮称)が置かれることになっており,関

係者の期待が集まっている.この施設の規模,設備など

については,必ず しも十分ではないかも知れないが,節

潟県の競技スポーツの発展の原動力となるべく,大切に

育ててゆきたいものである.

筆者は,現在新潟県スポーツ振興審議会の会長ならび

に新潟県体育協会スポ-ツ医科学豪農会の委員長を拝命

しているが,新潟県のスポ-ツ医学の一層の発展のため,

倣力ながらお役にたちたいと蘇っている.

司会 荒川先生大変ありがとうございました.非常に

幅広い,現在のスポーツ医学の現状,新潟県における取

り組み方,お話いただきましてありがとうございました.

次にシンポジストのお話を頂いてから総合討論に療加 し

ていただきたいと思います.では,第2席に移りたいと

思います.船騎虎-発生よろしくお願いいたします.


